
Ｑ
、
米
原
市
の
国
保
及
び
後
期

高
齢
者
で
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持

た
な
い
市
民
の
割
合
と
対
応
は
。

Ａ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

持
た
な
い
方
は
、
10
月
末
時
点

で
15
・
8
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
持
ち

で
な
い
米
原
市
の
国
保
被
保
険

者
は
9
月
末
現
在
で
23
・
2
％
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者

は
24
・
4
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
紙
の
保
険
証
は
有
効
期
限

ま
で
有
効
で
、
そ
の
後
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
お
持
ち
の
方
は
「
資
格
情
報

の
お
知
ら
せ
」
を
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
持
た
な
い
方
に
は
、
従

来
の
被
保
険
者
証
と
同
様
に
使

用
で
き
る
「
資
格
確
認
書
」
を

交
付
し
ま
す
。

Ｑ
、
保
険
証
紐
づ
け
解
除
の
申

し
出
の
状
況
は
。

Ａ
、
11
月
26
日
現
在
で
、
国
民

健
康
保
険
に
お
い
て
４
件
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
で
１
件
の

申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
も
数
件
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
、
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限

が
5
年
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
。

Ａ
、
有
効
期
限
３
か
月
前
に
は

国
か
ら
本
人
に
電
子
証
明
書
の

更
新
申
請
の
案
内
が
郵
送
で
通

知
さ
れ
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
更
新
手
続
き
は
、
市

役
所
本
庁
舎
の
ほ
か
山
東
支
所

や
各
市
民
自
治
セ
ン
タ
ー
で
済

ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
で
ト
ラ
ブ

ル
時
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
資
格

情
報
画
面
の
確
認
を
行
う
ほ
か
、

過
去
に
受
診
履
歴
が
あ
る
場
合

は
、
過
去
の
情
報
を
確
認
す
る

こ
と
で
、
３
割
等
の
負
担
で
受

診
い
た
だ
け
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
い
ず
れ
の
方
法
に
よ
っ

て
も
資
格
の
確
認
が
で
き
な
い

場
合
は
、
対
象
者
に
申
し
立
て

で
10
割
負
担
を
求
め
る
こ
と
は

な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
紛
失
の
場
合
の
再
交
付
に

か
か
る
期
日
と
、
そ
の
間
の
対

応
を
問
う
。

Ａ
、
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
24

時
間
対
応
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総

合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
連
絡
い

た
だ
く
よ
う
ご
案
内
し
て
い
ま

す
。
そ
の
上
で
市
役
所
へ
紛
失

の
届
け
出
を
し
て
い
た
だ
き
、

市
役
所
本
庁
舎
で
資
格
確
認
書

を
即
日
交
付
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
、
退
職
等
に
伴
う
保
険
異
動

に
伴
う
マ
イ
ナ
保
険
証
の
異
動

は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
、
退
職
さ
れ
た
場
合
や
転
入

等
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
届

出
が
必
要
で
す
。
情
報
連
携
に

は
数
日
程
度
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
は
、

窓
口
で
迅
速
か
つ
確
実
な
資
格

確
認
等
を
行
い
、
国
保
加
入
時

は
マ
イ
ナ
保
険
証
の
保
有
状
況

に
か
か
わ
ら
ず
資
格
確
認
書
を

交
付
し
ま
す
。

Ｑ
、
公
費
負
担
や
限
度
額
認
定

証
等
の
取
り
扱
い
は
。

Ａ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

券
面
に
は
負
担
割
合
な
ど
の
記

載
が
な
い
た
め
、
保
険
資
格
の

変
更
時
等
に
、
お
知
ら
せ
の
交

付
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

診
察
を
受
け
た
と
き
は
、
医
療

機
関
や
薬
局
で
明
細
書
が
発
行

さ
れ
ま
す
の
で
、
負
担
割
合
や

自
己
負
担
額
の
確
認
を
行
っ
て

い
た
だ
け
ま
す
。
広
報
ま
い
ば

ら
や
伊
吹
山
テ
レ
ビ
等
を
活
用

し
て
丁
寧
に
お
知
ら
せ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
す
べ
て
の
被
保
険
者
に
資

格
確
認
書
を
送
付
し
て
は
ど
う

かＡ
、
国
か
ら
の
通
知
で
は
、
被

保
険
者
が
電
子
資
格
確
認
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
か
ど
う
か
を
一
切
考
慮
す

る
こ
と
な
く
、
一
律
に
資
格
確

認
書
を
交
付
す
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
権
利
擁
護
事
業
と
成
年
後

見
事
業
の
実
績
は
。

Ａ
、
今
年
度
の
令
和
６
年
10
月

末
時
点
で
、
相
談
件
数
は
、
認

知
症
高
齢
者
が
10
件
、
知
的
障

害
者
７
件
、
精
神
障
害
者
５
件
、

そ
の
他
１
件
の
計
23
件
で
す
。

ま
た
、
支
援
実
績
は
、
認
知
症

高
齢
者
18
人
、
知
的
障
害
者
46

人
、
精
神
障
害
者
20
人
、
そ
の

他
、
知
的
障
が
い
の
疑
い
の
方

が
１
人
の
計
85
人
で
す
。

Ｑ
、
専
門
的
な
知
識
や
経
験
を

も
っ
た
職
員
の
育
成
が
必
要
で

は
な
い
か
。

Ａ
、
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

や
成
年
後
見
制
度
の
相
談
や
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
介
護
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
に
関

す
る
助
言
、
支
援
を
行
う
た
め
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
社
会
福

祉
士
を
配
置
し
、
経
験
や
研
修

に
よ
り
職
員
の
育
成
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
認
知
症
高
齢

者
の
増
加
、
高
齢
者
を
狙
っ
た

特
殊
詐
欺
事
案
の
急
増
を
背
景

に
、
本
人
の
財
産
を
守
る
権
利

擁
護
の
重
要
性
は
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
相
談
件
数
の
増
加
、
成

年
後
見
人
候
補
者
の
選
定
に
係

る
事
務
は
増
え
て
い
ま
す
。
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12
月
定
例
議
会
（
12
月
4
日
）
で
の
藤
田
議
員
の
一
般
質
問
の
内
容
で
す
。
「
紙
の
保
険
証
を
残

せ
」
と
の
立
場
で
保
険
証
廃
止
に
伴
う
対
応
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

事
業
、
人
事
院
勧
告
の
対
応
に
対
す
る
一
般
質
問
を
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
米
原
市
議
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
動
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
（
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て
は
次
号
で
）

藤
田
議
員
の
一
般
質
問

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
人
の
割
合
は

有
効
期
限
後
の
更
新
手
続
き
は

カ
ー
ド
紛
失
時
は
資
格
確
認
書
を
交
付

権
利
擁
護
事
業
と
成
年
後
見


